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はじめに :肝臓への手術侵襲が非常に大きく肝不全

死 の 克 服 が 問 題 に なって い る h e p a t O p a n

creatoduodenectomy(以 下,HPD)1)や 拡大肝葉切除

兼拡大リンパ節郭清施行例の手術操作時の肝侵襲の軽

減を目的として,hepatic venOus hemogiobin oxygen

saturation(以下,Shvo2)測 定を行い術中肝虚血侵襲

の回避につき知見を得たので報告する。

対象および方法 :1993年 5月 から1996年8月 までに

当科で施行した HPDお よび肝切除例おのおの13例を

対象とし,術 中 Shvo2の経時的推移および術中 Shvo2

60%以 下低下時間と術後 total bilrubin(以下,T Bil)

最高値,肝 切除終了時の arterial ketone body ratio

(以下,AKBR)と の関係について検討した。肝静脈カ

テーテルは手術前日にレントゲン透視下に右鎖骨下静

脈より非切除葉の肝静脈にAbbott社 製 OPTICATH

catheter(モデル P7110‐EH)を 留置し,Shvo2モ ニター

はAbbott社 製 OximetHx 3で 連続測定した。

結果 :1)Shvo2値 は肝の脱転操作,Pringle法 施行

および肝十二指腸間膜内,上 腸間膜動脈周囲リンパ節

郭清の際あるいは膵頭部と門脈の剣離時にリアルタイ

ムに低下した。2)平 均 Shvo2 60%以下低下時間は,肝

切除群では385± 815分 で あったが,HPD群 で は

67.5±112.5分,肝 切除 とHPDを あわせた全例では

49.5±1305分 であった。3)Shvo2 60%以 下低下時間

と術後 T Bll最 高値の関係をみると,肝 切除群では

p=0.0571で あったが,HPD群 ではp=0.0288,肝切除

とHPDを あわせた全例でもp=0.007と 有意の正の

相関がみられた(Fig.1).術 中 Shvo2 60%以下低下時

間と肝切除終了時の AKBR値 の関係では,肝 切除の

みの群ではp=0.6371,HPD群 ではp=0.6320,肝 切

除とHPDを あわせた全例ではp=06930と 全 く相関

関係がみられなかった。

考察 :Kainumaら のは肝臓手術症例の肝静脈にカ

テーテルを留置しShvo2を持続測定し,肝 脱転時や肝

動脈門脈剣離操作時に著明な低下を示すことが多 く

肝膵同時切除および肝切除における術中肝静脈血

酸素飽和度モニタリングの有用性

佐藤 信 博

島田  裕

斎藤 和 好

船渡  治

川村 英 伸

Fig. I Relationship between Shvoz and postope-

rative peak bilirubin level

Shvo2(mn)

Peak‐B‖(mg/dl)=2389+0 052 Shvo2(min)

ShV02値 と持続時間の積か ら術後肝不全 を予測できる

ことを報告した。今回,我 々は肝切除例に加 え肝臓へ

の侵襲が とくに大きく肝不全死の克服が問題になって

いる HPD症 例 を対象に検討 した。その結果,HPD群

および肝切除 とHPDを あわせた全例 で Shvo2 60%

以下低下時間 と術後 T Bil最 高値 に有意の相関がみ

られたことより,術 中 Shvo2モ ニタリングを行い可及

的に術中 Shvo2を 低下 させないことが,HPDや 拡大

肝切除における肝不全回避に役立つものと思われた。
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